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リボフラどンの給与時期が肥育豚の発育及び

脂肪蓄積に及ぼす影響

山本 興u* .岩本英治日・内山健太部事日

要約

肥育豚の館料にリボフラビンを0.1%添加し不断給与した.添加時期により，肥育前期c1区)，

肥背後期 (2区)， o巴育全期 (3区)に区分し，無添加区を対照として発腎成績，路肪の蓄積状況及
び脂肪駿組成，筋肉の理化学的検査について調査した.

1 リボフラピン添加により，時期に関保なく一日平均増体量は向上し，発育偲進効果が認められ

た.

肥背後期の飼料婆求率は， リボフラピンを添加した 2区と 3区で高くなる傾向があった.

2 肥育前期では， リボフラどンを添加した l区と 2区の背脂肪増加量は少なくなった. しかし，

肥育後期では， リボフラピンを添加した 2区と 3区で，脂肪蓄積量は多くなった.

3 リボフラビンの添加により，背脂肪の脂肪酸組成でステアリン酸の軒合が低くなった.

4 リボフラピンの添加による肉質への悪影響は認められなかった.

Effects of Riboflavin feeding period on Growth and 

Fat Accumulation in Growing Pigs 

Takeshi Y AMAMOTO，日ijiIWAMoTo and KentaroUUCHIYAMA 

Summary 

For this study， four diets were established for pigs which were fed 0.1 % rivoflavin in th巴
eary-growing stage or finishing stage， other pig groups were given no rivoflavin. 
(1) Growth increased with Riboflavin intake. 
Feed Conversion became increasingly worse with Riboflavin intake in the growing and 
finishing stages. 
(2) Gain in back-fatthickness decreased with Riboflavin intake in the early growing stage 
and increased in the growing and finishing stages. 

(3) The addition of Riboflavin to the feed resulted in a decrease in the rate of the stearic 
acid contained in the fatty acid of the back fat. 
(4) Pork quality remained normal for pigs fed Rivoflavin. 

キーワード:肥育豚， リポフラピン，添加時期，不断給餌，発育，脂肪蓄積

緒 吾
日

現在実施されている肥育豚の鰐養形態は，生産性の向

上を図るために高エネルギー飼料の給与が行われている.

しかし，高エネルギー館料は体脂肪の蓄積割合を増加さ

せるため 2.3) 体脂肪の生産が活発な去勢豚では過度の

皮下脂肪蓄積により，枝肉の評価安低下させることが多

い.このため，過剰脂肪の蓄積を伴うことなく発育成績

長向上させる技術が求められている.
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リボフラビンは動物の体内で補酵素としての機能を持

ち，脂肪代謝に重要な役割を果たしている. STANKO 

R. T.ら4lは， ラットを用いた試験で， 1)ボフラピンが

脂肪肝に有効であることそ報告している.また，香川

ら1) は，肥脊後期の肥育豚の館料に， リボフラビンそ

0.1 %悶料添加することにより，過剰路肪の蓄積を伴う

ことなく発育成績を拘上させることができたと報告して

いる.

今田， リボフラビンを肥響豚の肥育前期，後期及び全

期間に飼料添加し，発育成績及び脂肪蓄積状況等を調査

し1)ボフラピンの効果的な添加時期について検討した.
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材料及び方法

1 供試豚及び試験期開

供試蘇は，兵庫県立中央農業技術センタ一生産の三元

雑種 (LWD種)の去勢豚を用いた.間膜諒3綾で体叢

43~47 kg (平時日齢115日)の子蕗， 12頭を用いた.

試験期間は， 1994年 6月8日から 1994年8丹24日

までの 77日間である。

2 給与錦料及び管理方法

基礎鰐料として，豚産肉能力検定用飼料 (DCP13.0 

%， TDN 75.0 %， リボフラビン含量 0.000375%)を用

い， これに市販のリボフラビン乙純度96%)を 0.1%添

加して試験用飼料とした. この飼料中のリボフラピン含

量は， 日本鯛養標準に示す要求震の約450倍になった.

試験期関中の管理方法は不断給餌，自由飲水とし， 1.2 

mX2.6mの豚房に試験豚l頭ずつを収容した.

3 試験区分

試験区分は， リボフラどン添加飼料の給与時期別に，

4区分とした.試験I区は，肥育能期〈体意45-65kg) 

のみ給与する区 2区は肥育後期 (65-110 kg)のみに

給与する区， 3 1Rは肥育全期間(体鷺 45~110 kg)に給

与する匿とした. 41Rは，肥育全期簡を通して基礎飼料

のみ給与する区として対照区とした.各誌の供試頭数は，

3 n~ 3頭とした.

4 試験瑛器及び誠査方法

試験琢の発育調査は，試験開始時の体重，日齢を調査

して各匿が均等となるように試験認を 4区に配罷し，毎

表l 鴎質検査方法

検査方法項目

!勾説 畜試式豚標準肉色 (PCS)との比較

により判定

畜試式豚標準脂肪色との比較により

判定

と殺 24時間後，ニードル梨pH

櫨を筋肉に挿入してiJtiJ定

100
0

C 24時間加熱乾燥法による水

分の蒸発量を制定

障さ 30闘の筋肉を諮問し， 700C 1 
時間温水加熱後の震量減少率を測定

常法により分軒

脂肪色

日p
 

水分

加熱、損失

粗脂肪

テクスチャー テクスチュロメーターを用い力日銀H~

失測定後の試料の，硬さ，離集性及

びガム性を担Ij定

シェアー舗 テクスチャーの概定と同一条件のサ

ンプノレを藍窪12mmのコアにくり抜
き WAR-NERBRA TZLER MEA T 
SHEAR MODEL 300により測定

週{本意測定をした結果を用いた.

鰐料摂取量の調査は，不断給額器の中に投入した量を

毎日記録し，前期及び後期の終了時の残量を差し号iいて

求めた.

背脂肪の増加量は，肩部，背部，及び腰部の3部位を

リーンミーターで測定した脂肪j事より求めた.屑部の測

定場所は左右の肩甲骨を結ぶ線上で，背部は{本長1/2

部位で，腰部は腰魚を結ぶ線上で各々正中線から左側へ

2 cm離れた部位である.

と体検査は各区2頭について実施した.検査方法は，

試験終了豚を湯斜ぎ法により処理し， 24時間冷蔵庫で

放冷後，豚産肉能力後代検定法に定めると体検査法に基

づいた.

肉質検査は，と体検査を行った2頭のli.半丸から胸最

長筋を採取して表1に示した検査項自と方法で実施した.

背路訪の脂肪酸組成の検査は，肉質検査をした胸最長

筋部の内層脂訪を用いて行った.締切した脂肪を， 100 

℃で1時間加熱、融解して脂肪を抽出し，無水硫酸ナトリ

ウムで、脱水後，ろ過しメチルエステル化して，ガスクロ

マトグラフで脂肪酸組成を測定した.

結 果

1 増体性と飼料要求率

試験開始時，終了時の体重及びそれに到達した日数，

一日平均増体量，飼料要求率を，表2に示した.肥育前

期の一日平均増体震はl区が最も大きく，以下3区 4

区 2区のn国であった.館料要求率は 1区が最も良好

で，以下21R， 3区及び4区のn慣であった.

肥背後期の一日平均増体量は 2産が最も大きく，以

下3区 1藍 4区の)1頃であった.鋸料要求率は 1藍

表2 増体性と鰐料要求率

項目 1区 2区 31R 4区

体重 試験開始時 44.8 43.4 44.4 45.6 

(kg) 前期終了時 66.2 68.6 68.3 66.5 

後期終了時 108.3 111.3 109.3 110.2 
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が最も良好で，以下4区. 2!Z. 3区の順であった

肥育全期間の一日平均増体遺は; 1区が最も高く，以

下 2区歌 3毘. 4区の11顕であった.飼料要求率は. 1!Z 

が最も良野で，以下4区 2区. 3区の11闘であった.

2 背脂肪の増加霊

背脂肪の増加量を表3に示した.肥育前期における庸

部脂拐の増加量は 3区と l区で2区及び4区よりも低

かった.背部の増加量も庸部と同様l区及び3区で低か

った.腰部では l区と 2区で3区及び4区よりも低い傾

向があった.

肥育後期における溝部脂肪の増加量は 1区が最も低

く，以下4区. 3毘. 2!Zと高くなった.背部では4区

が最も低く，以下1区. 3区 2区の11聞で高くなった.

腰部では 1区及び4区が2区 3区及よりも低かった.

肥育全期間における関部脂肪の増加量は 1区が最も

低く，以下3区 4区 2震の)1壌で高くなった.背部で

表3 背脂肪の増加量
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と体重 (kg)

と体長 (c田)
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H 
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セ

コシ

平均

表4 と体検査成績

1!z 2区 3区 4区

75.2 77.9 73.5 75.7 

93.7 90.5 91.0 92.0 

77.7 75.3 76.0 75.7 

68.5 67.2 67.0 6δ.7 

35.8 34.3 35.0 35.6 

33.1 34.2 33.2 33.1 

40.7 42.0 41. 7 42.0 

27.7 28.7 26.0 26.7 

34.7 38.3 35.3 34.7 

34.4 36.3 34.3 34.5 

は 3区と 1芭で抵く，以下4区. 2区の)1闘であった.

3 と体成績

と体検査成績を表4に示した. と体長及び背腰長は，

1!Zが他区に比べて長かった.背脂肪淳は 2区が璃部，

背部，腰部ともに他区よりも厚かった.

4 腕最長筋の肉質検査成積

胸最長筋の肉質検査の結果を，表5に示した.肉色の

スコアーは 2区が他区よりもやや高かったが，路肪色

及びpHには，各区に顕著な蓋怯認められなかった.

水分は 2区が最も高く，以下3区 1区 4区の)1国

であった.加熱損失は 4毘が他区に比べて高かった.

粗脂肪は 1区が他産と比較して低かった.

シェア一億は 2区が最も高く，以下3堅 1区 4

区の11閣であった.テクスチャーの測定鑑では，硬さ及び，

表5 胸最長筋の肉質検査成績
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25.3. 26.7 25.6 29.9 

3.12 4.32 4.17 4.03 

2.20 2.90 2.40 2.17 

3.00 2.75 2.85 2.90 

0.79 0.80 0.79 0.80 

237 220 211 232 

表6 背路肪内j欝の脂肪酸組成割合
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ガム性が1区 2区及び3区で4区に比べて高かった.

5 背脂肪の脂肪酸組成割合

背指跡内層の脂肪酸組成を表6に示した.パルミチン

酸が 4区と比較して 1区 2区及び3区で低く，ス

テアリン酸が2区と 3区で1区及び4区よりも低かった.

飽和脂肪酸の割合は 3震で最も低く，以下2区 1

区 4区の}I舗であった.

考察

1日平均増体量は，添加時期に関係なく， リボフラピ

ン添加した区は，無添加底と比較して良好であったこと

から， リボフラピンの添加は，肥育蘇の発育に対し:有効

に作用することが認められた.また"HE脊前期における

鯛料要求率は，この期間にリボフラピンを添加した区は，

添加しなかった区と比較して劣るものではなかった. し

かし，肥育後期では， リボフラビンを添加した区は，添

加しなかった墜と比較して飼料要求率は劣る傾向にあっ

た.また，肥育前期における背脂肪の蓄積震は， この期

間リボフラビンを添加した区は添加しなかった区と比較

して少ない傾向が認められた. しかし，肥育後期では，

リボフラビンの添加により，脂肪の蓄積量は多くなった.

今留の試験における肥育後期での錦料要求率と脂肪蓄

積の結果は，香川ら 1) の報告と異なる結果となった.

これは，香川ら 1) が，日本間養標準が示す豚の体重に

応じた餌料量で制限給餌を行ったのに対し，本試験は，

不断給餌で行ったことによるものと考えられる.つまり，

制眼給鮪下でのリボフラビンの鰐料添加は，制限された

エネルギーの効率的な利用に作用し，飼料要求率の改善

につながったものと考えられる.今自の試験では，筋肉

の発育が盛んな肥育前期には，不断給餌を行っても，飼

料エネルギーは効率的に利用され，脂肪蓄積を伴わずに，

高い増体性を得ることができた. しかし，肥育後期では，

リボフラどンの添加はエネルギーの利用効議の向上とと

もに，採食麓も増加させた結果，脂紡生産が盛んな肥育

後期では，脂肪蓄積量の増加を招いたと考えられる.

と体成績では，肥育前期添加区で，と体長と背腰長の

増加が認められた. しかし，肥育後期添加区と全期添加

区ではと体長の増加は認められなかった.香川ら1lの

報告では， リボフラピンの添加は，豚の骨格の発育に影

響することを推察しているが，今田の試験では，その傾

向は認められず，さらに検討が必要である.

胸最長筋の肉質検査結果から，肥育前期添加誌は，組

路肪量が少なく，組脂肪量と背脂肪の蓄積量とは伺じ傾

向にあった.その他の項目の結果からは， リボフラピン

の添加による肉質への悪影響は認められなかった.

背脂肪内層の詣肪酸組成では，肥背後期添加区と全期

添加区でパjレミチン酸とステア 1)ン酸の割合が抵くなる

{頃向があった.鳥取ら 5) はパJレチミン酸とステアリン

酸は，脂訪の硬度と相関が高いと報告している.このこ

とより，肥背後期にリボフラピンを添加すると，パルミ

チン酸やステアリン酸の割合が低くなり，脂肪の硬さを

低下させる影響が示唆された.

飽和脂肪酸の割合では，肥育後期添加底と全期添加区

が，低かったことから，肥育後期にリボフラピンを添加

すると，飽和脂肪酸の割合を低下させることが示唆され

た.

今回の試験から，不断給館で飼養した場合， • 1)ボフラ

ビンの0.1%飼料添加により，肥育豚の発育促進効果が

認められた. しかし，肥育後期での不断給餌における添

加は，鰐料要求率の増加と脂肪の蓄積を伴なった.過剰

脂肪の蓄積を伴わない，発宵促進効果を得るための， リ

ボフラピンの肥育豚への給与方法は，肥育蔀期には不断

給餌が，肥背後期lこは，制限給餌を行うことが必要であ

ると考えられた.
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